
この写真は、古墳時代後期（今から1,500年

前）の台所の一角の様子です。住居は6m四

方ほどの標準的な大きさで、その北西壁に炊

事の中心になるカマドが造り付けられていま

す。カマドの脇から、黒く煤けた調理用の土

器（甕・甑）赤く彩

られた盛り付け用

の土器（椀・杯・高

杯）などがまとま

って出土しました。

当時の台所に並べ

られていたもので

しょうか？
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発発掘掘調調査査のの現現地地説説明明会会

千千葉葉県県遺遺跡跡調調査査研研究究発発表表会会

「「土土器器
ドド キキ

ッッとと古古代代““宅宅配配便便””」」
――見見てて・・ささわわっってて

歴歴史史体体験験――

体体験験シシリリーーズズ
――古古代代モモノノづづくくりり工工房房――
大大昔昔のの石石器器をを作作ろろうう！！

火火起起ここししをを科科学学すするる

勾勾玉玉をを作作ろろうう

管管玉玉をを作作ろろうう

平平成成1155年年度度
出出土土遺遺物物巡巡回回展展
～～房房総総発発掘掘ももののががたたりり～～

概概　　　　要要

当センターが平成15年度に実施する発

掘調査の成果を現地において一般公開

します。

県内の埋蔵文化財発掘調査の、最新の成

果を発表し、これを展示して紹介します。

発掘調査で出土した実物の土器や石器

を、セットで貸し出し活用していただ

く企画です。ご希望の施設まで宅配い

たします。体験学習などの出張授業に

も伺います。

大昔の石器（ナイフ・ヤジリ）を作っ

て、魚をおろしたり、弓矢を射たり、

親子で１日のコースです。

古代の「火起こし具」を自分たちで製作し

ます。また、火が起こる過程を機器で観

察したり、発火のメカニズムを科学的に

検証します。親子で２日のコースです。

古代の装飾品「勾玉」を、古代より少し製

作しやすい石で作ります。古代の首飾り

の出来上がり！身近な遺跡の話を聞いた

りしながら、半日のコースです。

勾玉づくりを体験した人を対象に「管

玉づくり」に挑戦します。

センターと県内地区文化財センターが

調査した遺跡の中で注目される遺跡を

選び、旧石器時代～古代の出土品を県

内９カ所の博物館等で公開します。そ

れぞれの開催館では解説会や講演会な

ど各種イベントを予定しております。

詳しくは各施設にお問い合わせ下さい。

開開催催日日

未　定

（決まり次第

お知らせします）
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会会　　　　場場

各遺跡発掘調査現場

（最寄り駅からの

送迎あり）

千葉市文化

センター

学校・公民館等

八千代市立

郷土博物館　

千葉県立

現代産業科学館

千葉県文化財センタ

ー中央調査事務所

文化財センター本部

千葉県文化財センタ

ー中央調査事務所

浦安市郷土博物館

県立上総博物館

県立大利根博物館

県立安房博物館

さわやかちば県民プラザ

県立関宿城博物館

八千代市立郷土博物館

県立房総風土記の丘

県立中央博物館

対対象象者者

一　般

一　般

県内の学校

及び社会教

育施設等

小学５年

生以上と

保護者

小学５年

生以上と

保護者

小学４年

生以上

小学４年

生以上

一　般

参参加加費費

無　料

無　料

無　料

材料費

300円

材料費

200円

材料費

100円

材料費

200円

無　料

公公開開事事業業

文文化化財財セセンンタターー
展展示示室室

図図書書室室のの利利用用

公公開開のの概概要要

センター保管資料の一部を展示

し、一般公開しています。

県内をはじめとして、全国の埋蔵

文化財発掘調査報告書約３万冊、考

古学関係の本・図録・雑誌・研究紀

要等約３万５千冊が閲覧できます。

＊下記の内容は変更になる場合もございますので、直接お問い合わせい
ただくか、センターホームページやポスター・チラシでご確認下さい。

公公開開日日・・時時間間

土・日・祝日年末

年始を除く平日

（9:30～16:30）

土・日・祝日年末

年始を除く平日

（9:00～17:00）

費費用用

無料

無料

対対象象

一般

一般

参参加加費費

無料

無料

文文化化財財セセンンタターー展展示示室室

出出土土遺遺物物巡巡回回展展解解説説会会 体体験験シシリリーーズズ「「大大昔昔のの石石器器をを作作ろろうう!!」」 千千葉葉県県遺遺跡跡調調査査研研究究発発表表会会



萱萱野野遺遺跡跡はは館館山山市市国国
ここくく

分分
ぶぶ

にに所所在在しし、、館館山山平平野野のの中中央央付付近近をを南南北北

にに走走るる砂砂丘丘列列上上ににああるる遺遺跡跡でですす。。平平成成1144年年８８月月かからら、、県県道道富富津津

館館山山線線のの建建設設にに先先立立ちち発発掘掘調調査査をを実実施施ししてていいまますす。。今今年年度度当当セセ

ンンタターーのの実実施施すするる調調査査でではは最最もも南南のの遺遺跡跡でですす。。

ここのの遺遺跡跡周周辺辺はは、、現現在在所所在在がが不不明明ととななっってていいるる安安房房
ああ わわ

国国
ここくく

府府
ふふ

のの推推定定

地地域域ににああたたりり、、以以前前かからら土土器器ななどどのの遺遺物物がが多多数数散散乱乱ししてていいるるここ

ととでで有有名名なな場場所所ででししたた。。今今回回のの調調査査でではは残残念念ななががらら国国
ここくく

府府
ふふ

関関連連
かかんんれれんん

のの

遺遺構構やや遺遺物物はは見見つつかかっってていいまませせんんがが、、弥弥生生時時代代～～平平安安時時代代のの竪竪

穴穴住住居居跡跡やや掘掘立立柱柱建建物物跡跡ななどどのの集集落落跡跡がが非非常常にに高高いい密密度度でで発発見見

さされれてていいまますす。。遺遺跡跡のの時時代代はは、、弥弥生生時時代代～～古古墳墳時時代代前前期期ににかかけけ

ててがが中中心心でで、、多多量量のの土土器器ののほほかか、、大大陸陸系系のの磨磨
まま

製製
せせいい

石石斧斧、、ガガララスス玉玉やや

滑滑石石
かかっっせせきき

製製
せせいい

のの勾勾玉玉、、銅銅製製のの腕腕飾飾りりやや指指輪輪とといいっったた装装飾飾品品ななどど珍珍ししいい

ももののもも多多くく見見つつかかっってておおりり、、当当時時のの人人々々のの生生活活ががししののばばれれまますす。。

館館山山平平野野ででははここれれままでで祭祭
ささいい

祀祀
しし

遺遺跡跡（（おお祭祭りりををししたた跡跡））やや水水田田跡跡なな

どどはは多多くく見見つつかかっってていいまますすがが、、当当時時のの人人々々のの生生活活のの跡跡ででああるる集集

落落遺遺跡跡ににつついいててははほほととんんどど調調査査さされれてていいまませせんんででししたた。。特特にに弥弥

生生時時代代～～古古墳墳時時代代前前期期のの竪竪

穴穴住住居居はは、、館館山山市市内内でではは初初めめ

てて見見つつかかりりままししたた。。今今回回のの

調調査査でで当当時時のの人人々々のの生生活活をを

探探るるたためめのの貴貴重重なな資資料料がが得得

らられれたたとと考考ええらられれまますす。。

番後台遺跡は、三方を養老川に囲まれ

た標高50ｍ前後の台地上にあります。

台地の縁は川に削られ、切り立った崖に

なっています。したがって、養老川から

この台地に水を汲み上げるために、明治

10年代から昭和時代にかけて藤
ふじ

原
わら

式
しき

揚
よう

水
すい

車
しゃ

が使われていました。

昭和54年4月、養老川総合開発高滝ダ

ム建設工事に伴い、ダムの湖底に沈む集

落の移転先として宅地造成をするため、

それに先立ち発掘調査が行われました。

調査の結果、縄文時代から古墳時代の竪

穴住居跡が130軒見つかりました。特に、

古墳時代前半の竪穴住居跡が６割を占め

ています。この遺跡は、養老川沿いにお

いて、当時としては最も奥まった場所に

作られた集落と言えましょう。また、東

海地方の土器や近畿地方の影響を受けた

土器なども発見され、当時の先進地域と

交流していたようです。

昭和57年にも、高
たか

滝
たき

取
しゅ

水
すい

場
じょう

を建設す

るため発掘調査が行われました。この時

は、弥生時代の竪穴住居跡が１軒発見さ

れています。

現在、番後台遺跡は一部残っています

が、その周辺はダムによって人造湖がで

き、たくさんの水をたたえています。

萱萱野野遺遺跡跡全全景景　　細細長長くく発発掘掘ししてていいるるととこころろにに道道路路ががででききまますす 竪竪穴穴住住居居跡跡 今今かかららおおよよそそ11,,550000年年前前のの住住ままいいでですす

て愛用された「佐渡の赤玉」と呼ば

れるジャスパーの一種で、新潟県か

らはるばる運ばれてきたと考えられ

ています。

現在では、首飾りは主に女性の装

飾品ですが、当時の首飾りは、男性

も権力の象徴として装着していたと

考えられます。いったいどんな人が

身に付けていたのでしょうか？

古代（弥生時代から古墳時代頃）

のネックレスには、緑の石と、青の

ガラスが好まれました。

君津市沖込
おきごめ

古
こ

墳
ふん

でも、緑色のジャ

スパー（碧玉）製管玉
くだたま

と、藍色
あいいろ

のガ

ラス製丸玉がたくさん出土しました。

これらの中に珍しく、深
しん

紅
く

の管玉が

混ざっています。この宝石は、弥生

時代から古墳時代に移るころに限っ

高高滝滝湖湖

番番後後台台遺遺跡跡

高高滝滝ダダムム

いいろろどど

佐佐渡渡のの赤赤玉玉

現現在在のの番番後後台台遺遺跡跡周周辺辺

かかやや　　 のの

(写真提供：高滝ダム管理事務所)


